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審    査    の    要    旨 
１ 批評 
  本論文は、日中のいわゆる広義の意味での「画廊」の歴史と現状、そして未来について、芸術管理
という視角に立脚しながら総合的、比較論的に考察したおそらくは最初の論攷であり、きわめて意欲的
な著作である。日本語、中国語、英語にわたる膨大な資料を渉猟しながら、あわせて現地調査による知
見をも交え、新たな学問領域を開拓しようとする真摯な姿勢と丹念な分析には好感がもてる。しかも、
筆者の個人的な関心を超えて、中国の学界、わけても厦門大学芸術学院からの期待に応えようと企図し、
芸術管理という新領域のなかで従来はほとんど空白であった「画廊」研究に注目したことは、本論文の
意義を決定的に高めるものであるといっても過言ではない。また、結論として筆者が掲げる日中協働と
いう方向性ならびに現代の日中の画廊に関する分析とその問題点の克服というに論点についても、その
議論の主旨はきわめてバランスのとれたものであり、実直かつ穏当なものであることから、おそらくは
誰しも異議を唱えるものではないであろう。 
 ただし、対象領域が膨大であるだけに避けられないこととは思われるが、やはり個々の事象研究につ
いてはさらなる深い考察が求められる点があることも否めない。さらに欲をいえば、論述の展開と記述
の正確さといった面においても克服すべき若干の問題点があることも否定できず、当然のことながら今
後のさらなる研鑽が俟たれる。また、本論文において展開された「芸術管理」という視点が、この分野
の研究史のなかでどういった位置を占めるのかという点についても、さらに詳しく論じるべきであった
ことはやや惜しまれる。とはいっても、本論文が、日本と中国の学界に対して確かな貢献を果たすであ
ろう上記のような十分な内容を備えていることは疑いの余地がなく、そうした意味において、本論文は
まぎれもないすぐれた論攷であると判断される。 
 
２ 最終試験 
平成２９年２月２０日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のも
と、本論文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。なお、学力の確認は、
著者が「人文社会科学研究科論文審査等実施細則」第 10 条（２）に該当することから免除し、審議の
結果、審査委員全員一致で合格と判定された。 
 
３ 結論 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（学術）の学位を受けるに十分な資
格を有するものと認める。 
 
